幼児のおやつとレシピの提供による子育て支援 : 児童学科棚橋ゼミ主催｢たんぽぽひろば｣との連携事業として by 桂, 博美
◇幼児 のおやつ とレシピの提供 による子育て支援
　　 ～ 児 童 学 科 棚 橋 ゼ ミ主 催 「た ん ぼ ぼ ひ ろ ば」 との連携 事 業 と して ～
　　　　　　　　　　　 事業担当者　桂(ク リニック指導教員)、姜(ク リニックスタッフ)
[目　　 的]
　児童学科棚橋 ゼ ミにおいては 「たんぽぽ ひろば」 と称 して、1ヶ 月 に1回 のペースで子育 て
支援 を行 って いる。本事業 は、棚橋 ゼ ミの活動 と連携 し、 「たんぽぽひろば」参 加親子 に対 し
ておやつ とその レシピおよび食育 コラムを提供 し、保育者 に対 して は 「子 どもの食 の一つ と し
てのおやつ」へ の関心 を高 め ること、子 どもに対 して は 「食」へ の興味 と味覚 ・食べ方 の発達
を促す ことを 目的 として行 った。 なお、本事業 は昨年度 よ り継続 の2年 目であ る。
[計　 　画]
本事業 は、 「たんぽぽひろば」参加者 に対 して、 四季 ごとの手作 りおやつとレシピ、および食育 コ
ラムを配布することとした。 また、おやつは次 のコンセプ トを満たす ものとした。
① 保育者 に対 して幼児 のおやつが 「補 い食」であるとの考 えを定着 させるため、できるだけ食
　　事 に準ずるものとし、 野菜 ・イモ類 ・ご飯やパ ン等を使 用する。
　② 保育者 の負担をなるべ く増やさずに手作 りおやつを実践 してもらうため、使用する食材数 を
　　できるだけ少な くし、珍 しい食材ではな く常備食材等 を使 うようにする。
　③ 子 どもが苦手な野菜を、見た目の楽 しいものとし、「食べてみる」経験 をさせる。
　④ 季節 の食材 を用 い、季節 と食の関係を子 どもに少 しずつ意識 させる。
⑤ お茶などと一緒 に食すことで適量のおやつで満足感を与え、朝 ・昼 ・晩の三食の妨げになら
　　ないように配慮す る。
　　　配布資料については、担 当指導教員およびスタッフが執筆 した。また、幼児に対 しておやつ
　　を提供するため、安 全 ・衛 生の観点か ら、 担当指導 教員 ・スタッフおよび学生ボランティアは、
　　全 て保 菌検 査を行 うこととした。 さらに教育 的観 点か ら、学生 ボランティアには本事 業内容を
　　予め説 明 した上で、 レシピ考案から実施終 了まで参加協力 してもらうこととした。
[実　　施]
　先の計画 に従 い、1年 間で春夏 秋冬の計4回 実施 した(表1参 照)。 参加親子 に対 して おや
つの提供(次 頁写真 参照)を 行 い、食育 に関わ る内容を含 む一 ロコラムを記載 した レシ ピ(季
節 ごとに4品 ずつ)を 配布 した。参加者 の子 ど もの年齢 は昨年度 と同様 に2～3歳 児が 中心 で
あった。なお、 保菌検査 につ いて は、4回 の実施 全て にお いて全員 が陰性 である ことを確認 の
上、安全 におやつ の調理 および提供がな された。 日程の関係 でボ ランテ ィア学生 が参加で きな




　 おやつ提供時の会話 か ら、参加者 の 日常 のおやつお よび食生 活の状況 や本事業 に対す る感想
につ いて部分的 にうかが い知 ることがで きた。 その概 要 は、次 の通 りであ る。
　① 提供 したおやつの食材の うちエ ン ドウ豆 やオ クラ、 さといもを子 どもに食べ させた こ と
　　がな い保育者が複数 いたことか ら、保育者 によ って は通常使用 す る食材 の種類 が少な い可
　　能性が ある。
　②2～3歳 児で既 に 「うちの子 ど もは野菜 が苦手」 また は 「いつ も食べない」 として いる
　　保育者が少 しみ られ た。 中にはチー ズ焼 きの チー ズのみ を手で はが して食べ、 オ クラを残
　　す子 どもが いた。
　③ 「おやつ は甘 くな くて もよい」や 「食事 になる もの もおやつ にな る」 とい うことを保育
　　者 に体験 して もらい、 こ うい った内容 の感想 を複数 の保育者か らいただいた。
　④ 昨年度提供 したおやつ を 「子 どものお弁 当によ く入れて いる」 とい う保育者 がいた。
　 このよ うに本事業 の継続 によ り、幼児期 のおやつが食事 の一つで あることを理解 していただ
































〈春　えん どうまめのお焼 き〉 〈夏　オ クラのチーズ焼 き〉
〈秋 　 さとい もとコー ンのマ ヨお焼 き〉 〈冬:に ん じん団子〉
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